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(1) 本研究で研究対象とした YBa2Cu3O7-δ薄膜試料は、多結晶 YBa2Cu3O7-δペレットを併用した独自のアニール手法によ
り酸素含有量（キャリア数）の制御を行っている。このように酸素含有量を調整した試料の評価を X 線回折によ









(4) YBa2Cu3O7-δの超伝導転移温度 Tc は酸素欠損の殆どない最適ドープ試料からアンダードープ試料になるにつれて、
















ジョセフソンプラズマ共鳴による 620GHz のテラヘルツ電磁波の発生に成功している。この 620GHz の共鳴周波数
は温度の上昇と共に低周波側（T = 80K において 300GHz～400GHz）へシフトしていき、TC以上で消失しているこ
とも明らかにしている。 
以上のように、本論文は高温超伝導体 YBa2Cu3O7-δ薄膜の酸素含有量の精密な調整からそれら作製した薄膜試料を用い
たフェムト秒光パルス励起によるテラヘルツ電磁波パルス放射特性について述べたものである。また、光パルス励起
により初めて高温超伝導体 Tl2Ba2CaCu2O8+δ試料からのジョセフソンプラズマ共鳴によるコヒーレントテラヘルツ電磁
波の発生を観測した結果について述べたものである。これらの結果は高温超伝導体を用いたテラヘルツ電磁波発振素
子の基礎技術として、テラヘルツ波工学の発展に寄与する可能性が大きい。よって本論文は博士論文として価値ある
ものと認める。 
 
  
